
一

は
じ
め
に

（
�
）

外
国
に
ル
ー
ツ
が
あ
り
、
日
本
語
指
導
が
必
要
な
高
校
生
（
以
下
、
外
国

ル
ー
ツ
高
校
生
）
を
含
む
高
校
生
の
日
本
語
作
文
に
つ
い
て
文
法
の
視
点
か

ら
調
査
し
た
研
究
は
少
な
い
。
高
校
生
の
日
本
語
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
の
進
展

に
と
っ
て
、
高
校
生
作
文
の
現
状
を
把
握
す
る
た
め
の
実
態
調
査
は
必
須
で

あ
る
。
高
校
生
作
文
と
学
校
の
国
語
教
科
書
掲
載
の
文
章
の
複
文
に
つ
い
て

調
査
を
行
っ
た
松
本
（
二
〇
一
七
）
は
、
高
校
生
作
文
に
は
副
詞
節
・
並
列

節
（
以
下
、
連
用
節
）
の
出
現
割
合
が
非
常
に
高
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た

が
、
連
用
節
の
節
末
形
式
と
用
法
に
つ
い
て
詳
し
く
は
分
析
し
て
い
な
い
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
高
校
生
作
文
に
高
い
割
合
で
出
現
す
る
連
用
節
の
中

（
�
）

で
、
日
本
語
学
習
者
の
作
文
の
わ
か
り
に
く
さ
の
原
因
に
も
挙
げ
ら
れ
る
テ

形
の
連
用
節
（
以
下
、
テ
形
節
）
の
う
ち
、
時
間
節
、
原
因
理
由
節
、
付
帯

状
況
・
手
段
節
の
三
つ
の
用
法
に
着
目
し
た
分
析
を
行
う
。

テ
形
節
に
関
す
る
先
行
研
究
で
は
、
南
（
一
九
七
四
）、
寺
村
（
一
九
九

一
）、
蓮
沼
他
（
二
〇
〇
一
）、
日
本
語
記
述
文
法
研
究
会
（
二
〇
〇
八
）
な

ど
テ
形
節
の
意
味
・
統
語
に
着
目
し
た
研
究
が
多
い
。
作
文
を
対
象
と
し
た

実
態
調
査
に
基
づ
く
研
究
で
は
、
日
本
語
学
習
者
の
文
章
に
お
け
る
言
語
面

の
分
析
を
試
み
た
田
代
（
二
〇
〇
五
）
が
、
わ
か
り
に
く
い
と
評
価
さ
れ
た

文
章
に
お
い
て
は
、
節
の
接
続
が
テ
形
節
に
偏
り
や
す
い
こ
と
を
明
ら
か
に

し
て
い
る
。
そ
し
て
、
わ
か
り
に
く
い
と
評
価
さ
れ
た
文
章
で
は
、
テ
形
節

に
「
継
起
・
原
因
理
由
・
付
帯
状
況
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
意
味
を
持
た
せ
て
い

る
」
た
め
、「
論
理
関
係
が
明
示
的
で
は
な
く
、
読
み
手
に
と
っ
て
理
解
の

負
担
が
大
き
く
な
り
や
す
い
」（
田
代

二
〇
〇
五：

八
）
と
指
摘
し
て
い

る
。
作
文
の
実
態
調
査
に
お
い
て
日
本
語
学
習
者
を
対
象
と
し
た
も
の
は
み

ら
れ
る
が
、
外
国
ル
ー
ツ
高
校
生
や
留
学
生
を
含
む
高
校
生
の
日
本
語
作
文

を
対
象
に
テ
形
節
に
つ
い
て
調
査
・
分
析
し
た
も
の
は
み
ら
れ
な
い
。

本
稿
で
は
、
⑴
の
よ
う
な
外
国
ル
ー
ツ
高
校
生
を
含
む
高
校
生
作
文
に
見

ら
れ
る
テ
形
節
に
着
目
し
て
分
析
を
行
う
。

⑴

さ
い
ご
の
さ
い
ご
は
し
ゃ
し
ん
を
と
っ
て
と
っ
た
パ
ネ
ル
を
解
体

高
校
生
作
文
に
見
ら
れ
る
テ
形
節
の
特
徴

│
│
国
語
教
科
書
と
の
比
較
を
通
し
て
│
│

松

本

理

美
四
一



し
て
せ
ん
ぱ
い
う
で
ず
も
し
て
か
い
さ
ん
し
た
で
す
。（
外
国
ル

ー
ツ
高
校
生
作
文
、
原
文
ま
ま
、
傍
線
筆
者
）

⑴
は
、
連
体
節
一
つ
と
連
用
節
三
つ
を
含
む
複
文
で
あ
る
が
、
連
用
節
は
す

べ
て
テ
形
で
連
接
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
テ
形
節
に
つ
い
て
、
高
校
生
作

（
�
）

文
と
小
学
校
・
中
学
校
・
高
校
の
国
語
教
科
書
の
文
章
と
を
比
較
し
、
そ
の

特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
。

調
査
資
料
は
、
学
校
行
事
を
テ
ー
マ
に
し
た
外
国
ル
ー
ツ
高
校
生
作
文

（
四
八
編
）、
日
本
人
高
校
生
作
文
（
一
六
六
編
）、
留
学
生
作
文
（
六
六
編
）

と
、
小
学
校
・
中
学
校
・
高
校
の
国
語
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
説
明
文

・
論
説
文
（
小
学
七
編
、
中
学
七
編
、
高
校
八
編
）
で
あ
る
。
外
国
ル
ー
ツ

高
校
生
三
五
名
の
出
身
は
、
中
国
二
八
名
、
ネ
パ
ー
ル
二
名
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
・
ブ
ラ
ジ
ル
・
ア
メ
リ
カ
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
パ
キ
ス
タ
ン
各
一
名
で
あ

る
。
日
本
語
能
力
は
中
上
級
で
、
日
本
語
を
流
暢
に
話
す
。
来
日
歴
は
平
均

三
年
（
最
短
一
年
、
最
長
八
年
）
で
あ
る
。
留
学
生
は
六
六
名
で
、
す
べ
て

中
国
か
ら
の
留
学
生
で
あ
る
。

調
査
資
料
に
つ
い
て
、
①
学
校
教
科
書
と
高
校
生
作
文
に
は
、
テ
形
節
が

ど
の
程
度
使
用
さ
れ
て
い
る
か
、
②
学
校
教
科
書
と
高
校
生
作
文
で
は
、
テ

形
節
の
用
法
に
よ
る
出
現
割
合
に
差
が
あ
る
か
、
③
学
校
教
科
書
と
高
校
生

作
文
に
は
、
複
数
の
異
な
っ
た
用
法
の
テ
形
節
が
混
在
す
る
文
が
ど
の
程
度

出
現
す
る
か
、
に
つ
い
て
計
量
分
析
を
行
う
。

二
節
で
は
、
複
文
を
構
成
す
る
接
続
節
を
補
足
節
、
連
体
節
、
連
用
節
に

（
�
）

分
類
し
、
複
文
構
成
に
お
い
て
高
校
生
作
文
と
国
語
教
科
書
の
文
章
を
比
較

す
る
。
三
節
で
は
連
用
節
中
の
副
詞
節
に
お
け
る
テ
形
節
に
つ
い
て
、
本
稿

（
�
）

で
着
目
す
る
時
間
節
、
原
因
理
由
節
、
付
帯
状
況
・
手
段
節
の
用
法
を
分
類

す
る
基
準
に
つ
い
て
詳
し
く
述
べ
る
。
四
節
で
は
高
校
生
作
文
と
国
語
教
科

書
の
文
章
中
に
出
現
す
る
三
つ
の
用
法
（
時
間
節
、
原
因
理
由
節
、
付
帯
状

況
・
手
段
節
）
の
テ
形
節
の
使
用
実
態
と
特
徴
に
つ
い
て
、
用
法
ご
と
に
実

例
を
挙
げ
な
が
ら
議
論
す
る
。
五
節
で
は
日
本
人
高
校
生
作
文
と
外
国
ル
ー

ツ
高
校
生
作
文
に
特
に
多
く
見
ら
れ
た
、
複
数
の
異
な
っ
た
用
法
の
テ
形
節

が
混
在
す
る
文
に
つ
い
て
実
例
を
挙
げ
な
が
ら
そ
の
特
徴
を
述
べ
る
。
最
後

に
六
節
で
本
稿
を
ま
と
め
る
。

二

高
校
生
作
文
と
国
語
教
科
書
の
複
文
構
成
の
比
較

（
�
）

（
�
）

高
校
生
作
文
と
国
語
教
科
書
掲
載
の
文
章
に
お
け
る
複
文
の
接
続
節
に
つ

（
�
）

い
て
、
松
本
（
二
〇
一
八
）
の
意
味
分
類
基
準
を
用
い
、
す
べ
て
の
接
続
節

に
手
作
業
に
よ
り
分
類
タ
グ
を
付
与
し
て
計
量
分
析
を
行
っ
た
。
結
果
は
図

１
に
示
し
た
通
り
で
あ
る
（
以
下
、
グ
ラ
フ
中
の
数
字
は
頻
度
を
表
す
。
ラ

ベ
ル
は
略
称
を
用
い
、
小
学
校
国
語
教
科
書
を
「
教
科
書
（
小
）」、
中
学
校

国
語
教
科
書
を
「
教
科
書
（
中
）」、
高
校
国
語
教
科
書
を
「
教
科
書

（
高
）」、
外
国
ル
ー
ツ
高
校
生
作
文
を
「
作
文
（
外
）」、
日
本
人
高
校
生
作

文
を
「
作
文
（
日
）」、
留
学
生
高
校
生
作
文
を
「
作
文
（
留
）」
と
す
る
）。

（
�
）

高
校
生
作
文
と
教
科
書
で
は
、
連
体
修
飾
節
と
連
用
節
の
出
現
割
合
に
顕

著
な
差
が
認
め
ら
れ
た
。
教
科
書
で
は
学
校
種
が
上
が
る
ほ
ど
、
連
体
修
飾

節
の
出
現
割
合
が
高
く
な
り
、
連
用
節
の
出
現
割
合
が
低
く
な
る
傾
向
が
認

四
二



め
ら
れ
、
中
学
校
、
高
校
の
教
科
書
に
な
る

と
、
連
用
節
よ
り
も
連
体
節
の
出
現
割
合
の
方

が
高
く
な
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
一
方
、
高

校
生
作
文
で
は
、
連
体
修
飾
節
の
出
現
割
合
が

非
常
に
低
く
、
連
用
節
が
接
続
節
の
六
割
（
外

国
ル
ー
ツ
高
校
生
で
は
七
割
）
を
占
め
て
い

る
。本

稿
で
は
、
出
現
割
合
に
お
い
て
、
高
校
生

作
文
と
教
科
書
に
顕
著
な
差
が
見
ら
れ
た
連
用

節
に
着
目
す
る
。
連
用
節
の
節
末
形
式
が
テ
形

か
否
か
に
分
け
て
計
量
分
析
し
た
と
こ
ろ
、
図

２
に
示
し
た
通
り
、
外
国
ル
ー
ツ
高
校
生
作
文

で
は
テ
形
節
が
す
べ
て
の
連
用
節
の
四
割
を
占

め
、
そ
の
割
合
は
高
校
教
科
書
の
二
倍
以
上
で

あ
っ
た
。
日
本
人
高
校
生
、
留
学
生
に
つ
い
て

は
、
小
学
校
の
国
語
教
科
書
に
近
い
割
合
で
出

現
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

高
校
生
作
文
、
国
語
教
科
書
に
出
現
し
た
テ

形
節
は
時
間
節
、
原
因
理
由
節
、
条
件
譲
歩

節
、
付
帯
状
況
・
手
段
節
、
並
列
節
で
あ
っ

た
。
そ
の
う
ち
、
高
校
生
作
文
と
学
校
教
科
書

を
比
較
し
た
と
き
、
出
現
割
合
に
特
徴
が
認
め

ら
れ
た
時
間
節
、
原
因
理
由
節
、
付
帯
状
況
・

図 1 高校生作文・学校教科書の複文構成

図 2 すべての連用節中のテ形節の出現割合

高
校
生
作
文
に
見
ら
れ
る
テ
形
節
の
特
徴

四
三



手
段
節
の
三
つ
の
用
法
の
テ
形
節
を
対
象
に
分
析
を
行
う
。

三

テ
形
節
の
三
つ
の
用
法
の
分
類
基
準

三
節
で
は
、
本
稿
で
着
目
す
る
時
間
節
、
原
因
理
由
節
、
付
帯
状
況
・
手

段
節
の
三
つ
の
用
法
の
テ
形
節
に
つ
い
て
、
そ
の
分
類
基
準
を
述
べ
る
。
ま

ず
松
本
（
二
〇
一
八
）
の
分
類
基
準
を
用
い
、
各
用
法
に
お
け
る
典
型
的
な

節
末
形
式
へ
の
言
い
換
え
に
よ
る
分
類
を
行
っ
た
。
し
か
し
、
複
数
の
異
な

る
用
法
の
節
末
形
式
へ
の
言
い
換
え
が
可
能
で
、
ど
の
用
法
に
分
類
す
る
か

の
判
断
が
難
し
く
、
二
種
類
の
タ
グ
付
与
を
容
認
し
た
も
の
が
あ
っ
た
。
こ

の
よ
う
な
テ
形
節
に
つ
い
て
、
有
田
（
二
〇
〇
七
）、H
asegaw

a

（
一
九
九

六
）、
益
岡
（
一
九
九
七
）
が
指
摘
す
る
統
語
的
性
質
（
表
１
、
太
枠
部
分
）

を
基
準
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
精
密
な
分
類
が
可
能
と
な
る
。

次
の
表
１
で
は
、
三
つ
の
用
法
に
つ
い
て
、
典
型
的
な
節
末
形
式
の
言
い

換
え
に
よ
る
テ
形
節
の
用
法
分
類
（
一
段
目
）
に
加
え
、
複
文
の
関
係
節
で

あ
る
テ
形
節
（
前
件
）
と
主
節
（
後
件
）
の
主
語
が
一
致
し
て
い
る
場
合

と
、
一
致
し
て
い
な
い
場
合
に
分
け
た
上
で
、
前
件
と
後
件
の
動
詞
の
意
志

性
の
有
無
に
よ
り
分
類
で
き
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
（
二
段
目
・
三
段

目
）。
ま
た
、
否
定
形
に
し
た
と
き
の
形
式
（
四
段
目
）、
ア
ス
ペ
ク
ト
要
素

（
テ
イ
ル
）
を
付
加
し
た
表
現
の
可
否
（
五
段
目
）
を
用
い
て
分
類
す
る
こ

（

）

と
も
可
能
で
あ
る
。

次
に
松
本
（
二
〇
一
八
）
の
基
準
だ
け
で
は
用
法
が
一
つ
に
定
ま
ら
な
か

っ
た
テ
形
節
（
傍
線
部
）
が
、
表
１
（
太
枠
部
分
）
の
基
準
を
加
え
る
こ
と

表 1 時間節・付帯状況・手段節・原因理由節の分類基準

原因理由節
後件

－

○

×

○

×

－

－

※表中の○・×は動作主の行為の意志の有無、 はいずれも可、を意味する。

前件
タ＋から、ので、
せいで、おかげで、
事で、為（に）

×
（主節の理由）

（因果関係の含意）

（主節の理由）

（因果関係の含意）
ナクテ

可

付帯状況・手段節
後件

－

○

○

－

－

前件

ながら、
状態で

○
（並行）

×

ナイデ

不可

時間節
後件

－

○

－

－

前件

テ＋から、
とき

○
（行為終了）

ナイデ

不可

節末形式の典型

主語同一

主語非同一

否定形
アスペクト要素
（テイル） 四

四



で
一
つ
の
用
法
に
分
類
可
能
と
な
っ
た
実
例
を
挙
げ
る
（
傍
線
は
筆
者
）。

⑵

た
だ
、
曇
っ
た
音
響
が
時
を
刻
ん
で
、
庭
の
静
寂
と
時
間
の
長
さ

を
い
や
が
う
え
に
も
引
き
立
て
る
だ
け
で
あ
る
。（
高
校
教
科
書
）

⑵
は
、
松
本
（
二
〇
一
八
）
の
基
準
に
基
づ
く
と
、「
〜
時
を
刻
み
な
が
ら

（
付
帯
状
況
）」
と
も
「
〜
時
を
刻
む
た
め
（
原
因
理
由
）」
と
も
言
い
換
え

る
こ
と
が
で
き
、
付
帯
状
況
・
手
段
節
に
も
原
因
理
由
節
に
も
分
類
が
可
能

で
あ
る
。
そ
こ
で
、
表
１
（
太
枠
部
分
）
の
基
準
を
用
い
る
。
前
件
、
後
件

の
主
語
は
同
一
で
あ
る
た
め
、
付
帯
状
況
・
手
段
節
、
原
因
理
由
節
の
ど
ち

ら
に
分
類
す
る
か
は
前
件
、
後
件
の
動
詞
の
意
志
性
で
判
断
す
る
こ
と
に
な

る
。
⑵
の
主
語
は
非
情
物
で
あ
り
、
前
件
、
後
件
と
も
に
無
意
志
動
詞
で
あ

る
と
判
断
さ
れ
る
た
め
、
こ
の
テ
形
節
は
原
因
理
由
節
に
分
類
さ
れ
、
後
件

と
の
因
果
関
係
が
含
意
さ
れ
た
節
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

四

テ
形
節
の
三
つ
の
用
法
の
使
用
実
態

四
節
で
は
、
高
校
生
作
文
と
教
科
書
に
お
け
る
テ
形
節
の
三
つ
の
用
法
の

出
現
割
合
（
図
３
）
と
、
時
間
節
に
お
け
る
テ
形
節
の
出
現
割
合
（
図
４
）

を
示
す
。
さ
ら
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
用
法
の
実
例
、
お
よ
び
複
数
の
用
法
の
テ

形
節
が
混
在
す
る
実
例
を
挙
げ
て
そ
の
特
徴
に
つ
い
て
議
論
す
る
（
実
例
は

原
文
ま
ま
。
実
例
中
の
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
）。

テ
形
の
時
間
節
は
、
教
科
書
に
は
ほ
と
ん
ど
出
現
し
な
い
が
、
日
本
人
高

図 3 テ形節の三つの用法の出現割合

高
校
生
作
文
に
見
ら
れ
る
テ
形
節
の
特
徴
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校
生
、
留
学
生
の
作
文
に
は
一
割
程
度
、
外
国
ル
ー
ツ
高
校
生
作
文
に
は
三

割
以
上
の
出
現
が
確
認
さ
れ
た
。
図
３
、
図
４
に
示
し
た
通
り
、
外
国
ル
ー

ツ
高
校
生
作
文
で
は
、
教
科
書
に
比
べ
、
テ
形
節
の
三
つ
の
用
法
に
お
け
る

時
間
節
の
割
合
も
、
時
間
節
に
お
け
る
テ
形
節
の
割
合
も
顕
著
に
高
い
こ
と

が
分
か
る
。

外
国
ル
ー
ツ
高
校
生
作
文
に
多
用
さ
れ
て
い
る
テ
形
節
が
、
他
の
高
校
生

作
文
や
国
語
教
科
書
で
は
ど
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
て
い
る
の
か
、
そ
の
使
用

実
態
に
つ
い
て
議
論
す
る
た
め
、
以
下
に
、
三
つ
の
用
法
の
テ
形
節
の
使
用

例
を
時
間
節
、
原
因
理
由
節
、
付
帯
状
況
・
手
段
節
の
順
に
挙
げ
る
。

ま
ず
、
高
校
生
作
文
と
国
語
教
科
書
か
ら
テ
形
の
時
間
節
の
例
を
挙
げ

る
。

⑶

ク
ラ
ス
で
せ
ん
せ
い
の
は
な
し
き
い
て
ふ
く
き
が
え
ま
し
た
。

（
外
国
ル
ー
ツ
高
校
生
）

⑷

さ
い
ご
の
さ
い
ご
は
し
ゃ
し
ん
を
と
っ
て
と
っ
た
パ
ネ
ル
を
解
体

し
て
せ
ん
ぱ
い
う
で
ず
も
し
て
か
い
さ
ん
し
た
で
す
。（
外
国
ル

ー
ツ
高
校
生
）（
再
出
）

⑸

高
校
に
入
学
し
て
、
初
め
て
の
体
育
祭
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で

す
。（
日
本
人
高
校
生
）

⑹

そ
し
て
学
生
た
ち
が
好
き
な
料
理
を
買
っ
て
食
べ
て
、
と
て
も
楽

し
い
。（
留
学
生
）

⑺

そ
し
て
、
腸
の
か
べ
か
ら
吸
収
さ
れ
、
血
管
を
通
っ
て
チ
ロ
の
体

全
体
に
運
ば
れ
て
、
そ
こ
で
再
び
タ
ン
パ
ク
質
に
組
み
か
え
ら
れ

図 4 時間節におけるテ形節の出現割合
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ま
す
。（
小
学
校
教
科
書
）

⑻
「
あ
り
が
と
う
。」
と
、
か
す
れ
た
声
で
言
っ
て
そ
の
店
を
出
た
。

（
中
学
校
教
科
書
）

⑼

映
画
を
見
終
え
て
、
映
画
館
か
ら
出
て
き
た
と
き
の
感
じ
な
ど

も
、
ま
さ
に
、
例
と
し
て
ぴ
っ
た
り
だ
ろ
う
。（
高
校
教
科
書
）

外
国
ル
ー
ツ
高
校
生
作
文
で
は
⑶
の
よ
う
な
テ
形
の
時
間
節
の
出
現
割
合

が
非
常
に
高
く
、
⑷
の
よ
う
に
テ
形
の
時
間
節
が
一
文
に
繰
り
返
し
使
用
さ

れ
る
例
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
日
本
人
高
校
生
作
文
に
は
三
九
例
の
テ
形
の

時
間
節
が
確
認
さ
れ
た
が
、
そ
の
六
割
（
二
四
例
）
は
、
⑸
の
よ
う
に
そ
れ

ぞ
れ
の
作
文
の
文
頭
で
使
用
さ
れ
て
お
り
、「（
学
校
行
事
）
を
終
え
て
」
や

「（
高
校
）
に
入
学
し
て
」
に
あ
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
作
文
の
テ

ー
マ
が
学
校
行
事
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
、
外
国
ル

ー
ツ
高
校
生
作
文
に
多
用
さ
れ
て
い
る
テ
形
の
時
間
節
と
は
分
け
て
考
え
る

必
要
が
あ
る
。
留
学
生
作
文
に
お
い
て
も
八
例
中
三
例
は
日
本
人
高
校
生
作

文
と
同
様
に
文
頭
で
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
差
し
引
い

て
考
え
る
と
、
日
本
人
高
校
生
作
文
、
留
学
生
作
文
に
見
ら
れ
る
テ
形
の
時

間
節
は
一
割
前
後
と
な
り
、
小
学
校
の
国
語
教
科
書
程
度
の
出
現
割
合
に
な

る
と
考
え
ら
れ
る
。

国
語
教
科
書
に
お
け
る
テ
形
の
時
間
節
は
、
小
学
校
の
国
語
教
科
書
に
は

⑺
の
一
例
の
み
、
中
学
校
の
国
語
教
科
書
に
は
⑻
を
含
め
二
例
、
高
校
の
国

語
教
科
書
に
も
⑼
を
含
め
二
例
の
み
と
、
い
ず
れ
の
国
語
教
科
書
に
も
ほ
と

ん
ど
出
現
し
な
か
っ
た
。
国
語
教
科
書
で
は
、
時
間
節
の
節
末
形
式
は
「
〜

時
（
と
き
）」
が
最
も
多
く
、
他
に
「
〜
前
」「
〜
際
」
な
ど
前
節
と
後
節
の

時
間
関
係
を
明
示
す
る
多
様
な
節
末
形
式
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。

次
に
、
テ
形
の
原
因
理
由
節
の
例
を
挙
げ
る
。

⑽

椅
子
を
い
っ
ぱ
い
持
っ
て
し
ん
ど
か
っ
た
で
す
。（
外
国
ル
ー
ツ

高
校
生
作
文
）

⑾

売
っ
て
い
る
と
き
、
み
ん
な
盛
り
上
が
っ
て
い
て
楽
し
か
っ
た
で

す
。（
日
本
人
高
校
生
）

⑿

人
し
か
い
な
く
て
、
大
道
具
や
服
装
な
ど
を
作
る
に
も
け
っ
こ
う

時
間
を
か
か
り
ま
し
た
。（
留
学
生
）

⒀

ゴ
ー
シ
ュ
は
、
弾
き
方
が
下
手
で
、
い
つ
も
指
揮
者
に
し
か
ら
れ

て
い
た
。（
小
学
校
教
科
書
）

⒁

さ
ら
に
、
捕
獲
説
に
は
、
月
が
大
き
す
ぎ
て
、
地
球
の
重
力
で
捕

獲
す
る
の
が
難
し
い
と
い
う
問
題
も
あ
る
。（
中
学
校
教
科
書
）

⒂

毎
日
部
活
動
と
勉
強
に
明
け
暮
れ
て
、
あ
っ
と
い
う
間
の
歳
月
で

し
た
。（
高
校
教
科
書
）

蓮
沼
他
（
二
〇
〇
一：

一
二
一
）
は
原
因
理
由
の
テ
形
節
に
つ
い
て
、

「
カ
ラ
・
ノ
デ
の
よ
う
に
、
因
果
関
係
を
明
示
的
に
述
べ
る
表
現
と
は
異
な
」

っ
て
お
り
「
あ
る
出
来
事
が
ひ
き
が
ね
と
な
っ
て
生
じ
た
感
情
変
化
を
表
す

場
合
に
は
、
テ
を
使
う
の
が
自
然
で
」
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
。
高
校
生
作

文
で
は
、
⑿
の
よ
う
に
主
節
の
原
因
理
由
を
明
示
す
る
テ
形
節
も
あ
る
が
、

高
校
生
作
文
に
見
ら
れ
る
テ
形
節
の
特
徴

四
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⑽
⑾
の
よ
う
に
書
き
手
に
感
情
の
変
化
が
生
じ
た
出
来
事
を
表
す
テ
形
節
の

ほ
う
が
多
か
っ
た
。
一
方
、
国
語
教
科
書
で
は
、
書
き
手
の
感
情
変
化
の
き

っ
か
け
と
な
る
出
来
事
を
表
す
テ
形
節
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ず
、
⒀
⒁
⒂
の

よ
う
に
主
節
の
原
因
理
由
を
明
示
す
る
テ
形
節
が
大
半
を
占
め
た
。

次
に
テ
形
の
付
帯
状
況
・
手
段
節
の
例
を
挙
げ
る
。

⒃

本
人
は
、
笑
っ
て
痛
く
な
い
と
い
い
ま
し
た
。（
外
国
ル
ー
ツ
高

校
生
作
文
）

⒄

文
化
祭
の
ほ
と
ん
ど
は
、
模
擬
店
に
い
て
食
べ
て
い
る
か
、
し
ゃ

べ
っ
て
い
る
か
ど
っ
ち
か
で
し
た
。（
日
本
人
高
校
生
作
文
）

⒅

普
段
同
じ
制
服
を
着
て
い
る
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
が
ダ
ン
ス
の
服
を
着

て
踊
る
時
完
全
に
別
人
に
な
っ
た
。（
留
学
生
作
文
）

⒆

卒
業
の
と
き
に
、
教
授
か
ら
、
研
究
室
に
残
っ
て
学
者
の
道
に
進

ま
な
い
か
と
さ
そ
わ
れ
る
。（
小
学
校
教
科
書
）

⒇

一
さ
じ
一
さ
じ
か
む
よ
う
に
し
て
味
わ
っ
た
。（
中
学
校
教
科
書
）

21

す
る
と
彼
は
目
を
丸
く
し
て
、
こ
う
言
っ
た
。（
高
校
教
科
書
）

⒃
〜
21
の
よ
う
な
付
帯
状
況
・
手
段
節
中
の
テ
形
節
は
、
時
間
節
や
原
因

理
由
節
中
の
テ
形
節
に
比
べ
る
と
、
高
校
生
作
文
、
国
語
教
科
書
掲
載
の
文

章
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
高
い
割
合
で
出
現
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
付
帯
状

況
を
表
す
接
続
節
の
節
末
形
式
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
す
べ
て
の
デ
ー
タ
に
お
い
て
、
付
帯
状
況
を
表
す
節
末
形
式
に
は
、
テ

形
、「
な
が
ら
」、
連
用
形
が
使
わ
れ
、
そ
の
他
の
形
式
は
ほ
と
ん
ど
現
れ
な

い
。「
ま
ま
」
が
外
国
ル
ー
ツ
高
校
生
作
文
、
小
学
校
・
中
学
校
の
国
語
教

科
書
で
各
一
例
、「
つ
つ
」
が
高
校
教
科
書
で
三
例
、
日
本
人
高
校
生
作
文

で
二
例
出
現
し
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

四
節
を
ま
と
め
る
と
、
国
語
教
科
書
に
お
け
る
テ
形
の
三
つ
の
用
法
の
出

現
割
合
は
、
節
末
形
式
の
種
類
が
少
な
い
付
帯
状
況
・
手
段
節
で
最
も
高
か

っ
た
。
国
語
教
科
書
で
は
、
時
間
節
は
主
節
と
の
時
間
関
係
を
明
示
的
に
述

べ
る
接
続
形
式
が
用
い
ら
れ
、
原
因
理
由
節
で
は
連
用
形
接
続
、
付
帯
状
況

・
手
段
節
は
テ
形
接
続
と
、
用
法
に
よ
る
接
続
形
式
の
使
い
分
け
が
み
ら
れ

た
。
一
方
で
、
高
校
生
作
文
（
特
に
外
国
ル
ー
ツ
高
校
生
作
文
）
で
は
、
テ

形
の
時
間
節
の
出
現
割
合
が
高
く
、
図
３
、
図
４
や
実
例
か
ら
も
、
テ
形
が

ど
の
用
法
に
も
多
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

五

異
な
っ
た
用
法
の
テ
形
節
が
混
在
す
る
文

五
節
で
は
、
特
に
高
校
生
作
文
（
中
で
も
日
本
人
高
校
生
作
文
と
外
国
ル

ー
ツ
高
校
生
作
文
）
に
多
く
見
ら
れ
た
、
複
数
の
異
な
っ
た
用
法
の
テ
形
節

が
混
在
し
て
い
る
文
に
つ
い
て
、
実
例
を
挙
げ
な
が
ら
議
論
す
る
。

22

そ
し
て
間
中
の
人
は
ぬ
け
て
、
は
し
こ
を
持
っ
て
低
く
し
て
、
ク

ラ
ス
全
員
を
シ
ャ
ン
ー
プ
し
て
、
越
て
、
そ
し
て
ま
だ
上
て
、
竹

を
み
ん
な
の
頭
の
上
に
持
っ
て
行
く
。（
外
国
ル
ー
ツ
高
校
生
作

文
）

23

は
じ
め
に
ネ
ッ
ト
を
く
ぐ
っ
て
次
に
テ
ニ
ス
ラ
ケ
ッ
ト
の
上
に
ボ

四
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ー
ル
を
の
せ
て
は
し
っ
て
い
っ
て
二
人
で
フ
ラ
フ
ー
プ
の
中
に
は

い
っ
て
ゴ
ー
ル
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。（
日
本
人
高
校
生
）

24

一
日
中
ず
っ
と
熱
す
ぎ
で
、
日
焼
け
止
め
も
何
回
塗
っ
て
、
ほ
か

の
人
の
試
合
中
の
様
子
を
見
て
自
分
も
体
験
し
ま
し
た
。（
留
学

生
作
文
）

22
で
は
時
間
節
、
付
帯
状
況
・
手
段
節
、
並
列
節
が
、
23
で
は
時
間
節
、
付

帯
状
況
・
手
段
節
が
、
24
で
は
原
因
理
由
節
、
並
列
節
、
付
帯
状
況
・
手
段

節
が
す
べ
て
テ
形
で
連
接
し
て
い
る
。
作
文
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
に
異
な

っ
た
用
法
の
テ
形
節
が
連
接
し
て
い
る
文
は
、
読
み
手
の
負
担
が
大
き
く
な

り
、「
わ
か
り
に
く
い
」
文
と
評
価
さ
れ
る
も
の
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。

22
〜
24
の
よ
う
に
複
数
の
異
な
っ
た
用
法
の
テ
形
節
が
連
接
す
る
文
は
、

小
学
校
教
科
書
で
二
例
、
中
学
校
教
科
書
で
五
例
、
高
校
教
科
書
で
四
例
と

多
く
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
一
方
で
、
高
校
生
作
文
で
は
、
外
国
ル
ー
ツ
高

校
生
作
文
に
一
六
例
、
日
本
人
作
文
に
六
九
例
、
留
学
生
作
文
に
九
例
見
ら

れ
た
。
そ
の
中
で
三
つ
以
上
の
異
な
る
用
法
の
テ
形
節
が
連
接
す
る
文
は
、

教
科
書
で
は
高
校
教
科
書
に
一
例
確
認
さ
れ
た
の
み
で
あ
っ
た
が
、
外
国
ル

ー
ツ
高
校
生
作
文
で
は
七
例
、
日
本
人
作
文
で
は
一
八
例
出
現
し
て
い
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
傾
向
は
、
外
国
ル
ー
ツ
高
校
生
の
出
身
に
か
か
わ

（

）

ら
ず
、
外
国
ル
ー
ツ
高
校
生
作
文
全
般
に
確
認
さ
れ
た
。

五
節
を
ま
と
め
る
と
、
国
語
教
科
書
の
文
章
に
お
い
て
複
数
の
連
用
節
を

含
む
複
文
は
み
ら
れ
る
が
、
22
〜
24
の
よ
う
に
異
な
る
用
法
の
テ
形
節
が
多

用
さ
れ
る
例
は
ほ
と
ん
ど
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
は
、
小
・
中
・
高

い
ず
れ
の
国
語
教
科
書
に
お
い
て
も
共
通
し
て
い
た
。
一
方
、
外
国
ル
ー
ツ

高
校
生
作
文
と
日
本
人
高
校
生
作
文
で
は
、
22
23
の
よ
う
に
異
な
る
用
法
の

テ
形
節
が
連
鎖
し
て
い
る
例
も
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
た
。

日
本
語
学
習
者
作
文
で
テ
形
節
の
多
く
が
継
起
用
法
で
使
用
さ
れ
て
い
る

と
し
た
田
代
（
二
〇
〇
五
）
と
、
本
稿
の
調
査
結
果
が
異
な
っ
て
い
る
の

は
、
日
本
語
学
習
者
と
外
国
ル
ー
ツ
高
校
生
の
学
習
環
境
の
違
い
に
よ
る
も

の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（

）

外
国
ル
ー
ツ
高
校
生
を
担
当
す
る
高
校
教
員
は
、
外
国
ル
ー
ツ
高
校
生
の

日
本
語
リ
テ
ラ
シ
ー
に
つ
い
て
、「
作
文
は
書
け
な
い
が
、
日
本
語
は
流
暢

に
話
す
」
と
語
っ
て
い
る
。
外
国
ル
ー
ツ
高
校
生
の
多
く
は
、
段
階
的
な
日

本
語
教
育
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
日
本
語
は
学
校
な
ど
の
生
活
の
場
で
、
日

本
語
母
語
話
者
の
話
し
言
葉
か
ら
学
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

丸
山
（
二
〇
一
四
）
は
、
節
連
鎖
は
書
き
言
葉
よ
り
話
し
言
葉
の
方
に
多

く
現
れ
、
話
し
言
葉
に
は
テ
形
節
や
ケ
ド
節
の
連
鎖
が
多
い
と
述
べ
て
い

る
。
口
語
的
な
文
体
で
、
テ
形
節
を
多
用
し
て
い
る
外
国
ル
ー
ツ
高
校
生
作

文
の
特
徴
は
、
丸
山
（
二
〇
一
四
）
が
指
摘
す
る
話
し
言
葉
の
特
徴
に
合
致

し
て
お
り
、
こ
れ
は
外
国
ル
ー
ツ
高
校
生
が
日
本
語
母
語
話
者
の
話
し
言
葉

か
ら
日
本
語
を
学
ん
で
い
る
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。

六

お
わ
り
に

小
学
校
・
中
学
校
・
高
校
の
国
語
教
科
書
に
は
、
複
文
構
成
、
テ
形
節
の

高
校
生
作
文
に
見
ら
れ
る
テ
形
節
の
特
徴

四
九



出
現
割
合
、
用
法
に
よ
る
節
末
形
式
の
使
い
分
け
に
共
通
の
特
徴
が
見
ら
れ

た
が
、
国
語
教
科
書
と
高
校
生
作
文
で
は
、
複
文
構
成
、
連
用
節
に
お
け
る

テ
形
節
の
割
合
、
三
つ
の
用
法
の
テ
形
節
の
出
現
割
合
の
す
べ
て
が
異
な
っ

て
い
た
。
特
に
、
外
国
ル
ー
ツ
高
校
生
作
文
に
は
、
日
本
語
学
習
者
と
同
様

に
テ
形
節
の
多
用
は
見
ら
れ
た
が
、
日
本
語
学
習
者
に
見
ら
れ
る
時
間
節
に

偏
っ
た
多
用
で
は
な
く
、
時
間
節
、
原
因
理
由
節
、
付
帯
状
況
・
手
段
節
の

す
べ
て
に
お
い
て
高
い
割
合
で
出
現
す
る
と
い
う
異
な
る
特
徴
が
見
ら
れ

た
。
こ
れ
は
、
テ
形
節
の
連
鎖
が
多
い
話
し
言
葉
に
一
致
す
る
特
徴
で
あ

り
、
高
校
生
作
文
に
は
話
し
言
葉
の
よ
う
な
文
体
で
書
か
れ
て
い
る
も
の
が

多
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

作
文
に
お
い
て
、
連
用
節
の
節
末
形
式
を
用
法
に
よ
り
使
い
分
け
る
こ
と

は
、
文
法
の
面
か
ら
だ
け
で
は
な
く
文
章
構
成
の
面
か
ら
も
重
要
で
あ
る
。

話
し
言
葉
の
よ
う
な
文
体
で
作
文
を
書
い
て
い
る
高
校
生
（
特
に
外
国
ル
ー

ツ
高
校
生
）
に
と
っ
て
、
適
切
な
節
末
形
式
を
用
い
て
複
文
を
産
出
す
る
た

め
の
指
導
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
単
に
テ
形
の
連
鎖
が
何
回
ま
で

な
ら
許
容
さ
れ
る
か
と
い
う
表
層
的
な
問
題
で
は
な
い
。
節
末
形
式
の
選
択

は
、
何
を
・
ど
こ
で
・
ど
の
よ
う
に
表
現
す
る
か
と
い
う
文
章
の
構
成
と
、

そ
れ
を
書
き
言
葉
で
表
現
す
る
と
い
う
作
文
指
導
の
重
要
な
要
素
で
あ
る
。

テ
形
節
に
お
け
る
使
用
実
態
の
解
明
に
よ
り
得
ら
れ
た
分
析
結
果
は
、
よ
り

効
果
的
な
作
文
指
導
の
た
め
の
有
益
な
情
報
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

注（
１
）
外
国
で
生
ま
れ
育
ち
、
本
人
ま
た
は
親
の
母
語
が
日
本
語
で
は
な

く
、
親
に
伴
っ
て
来
日
し
た
生
徒
で
、
留
学
生
と
は
区
別
す
る
。
国

籍
、
母
語
、
家
庭
で
の
言
語
、
来
日
時
の
年
齢
な
ど
は
多
様
で
あ

る
。

（
２
）
日
本
語
学
校
や
、
高
校
・
大
学
な
ど
で
教
科
と
し
て
日
本
語
を
段

階
的
、
体
系
的
に
学
習
し
た
（
し
て
い
る
）
も
の
を
指
す
。

（
３
）
国
語
教
科
書
を
比
較
対
象
と
す
る
の
は
、
学
校
の
授
業
で
の
使
用

率
が
高
く
、
該
当
学
年
で
獲
得
す
べ
き
リ
テ
ラ
シ
ー
に
見
合
っ
た
文

章
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

（
４
）
松
本
・
有
田
（
二
〇
一
九
）
参
照

（
５
）
本
稿
で
は
時
間
的
継
起
を
表
す
テ
形
を
時
間
節
に
含
め
る
。

（
６
）
特
に
断
り
な
く
「
高
校
生
作
文
」
と
し
た
場
合
は
、
外
国
ル
ー
ツ

高
校
生
・
日
本
人
高
校
生
・
留
学
生
の
作
文
全
て
を
指
す
も
の
と
す

る
。

（
７
）
複
文
、
節
の
定
義
は
原
則
と
し
て
益
岡
・
田
窪
（
一
九
九
二
）
に

従
う
。

（
８
）
後
に
、
原
因
理
由
・
手
段
節
を
原
因
理
由
節
に
、
付
帯
状
況
節
を

付
帯
状
況
・
手
段
節
に
改
め
て
い
る
。

（
９
）
本
稿
で
は
、
副
詞
節
と
並
列
節
を
ま
と
め
て
連
用
節
と
す
る
。

（
１０
）
こ
れ
ら
の
基
準
に
よ
り
す
べ
て
の
テ
形
節
の
用
法
が
一
つ
に
決
ま

る
わ
け
で
は
な
い
。
接
続
節
の
分
類
に
つ
い
て
の
詳
細
は
別
稿
に
譲

る
。

（
１１
）
本
調
査
に
お
い
て
は
、
外
国
ル
ー
ツ
高
校
生
の
出
身
に
よ
っ
て
異

な
る
傾
向
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
と
は
言
え
、
そ
れ
を
明
言
す
る
に
は

五
〇



デ
ー
タ
に
偏
り
が
あ
る
（
出
身
が
中
国
に
偏
っ
て
い
る
）
た
め
、
更

な
る
デ
ー
タ
収
集
が
必
要
で
あ
る
。

（
１２
）
調
査
協
力
校
の
担
当
教
員
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
る
。

付
記本

稿
は
、
日
本
語
文
法
学
会
第
一
九
回
大
会
（
二
〇
一
八
年
一
二
月

於
立
命
館
大
学
）
で
の
口
頭
発
表
「
外
国
ル
ー
ツ
高
校
生
作
文
に
見
ら
れ

る
テ
形
節
の
特
徴
│
国
語
教
科
書
と
の
比
較
を
通
し
て
│
」
を
も
と
に
、

大
幅
な
加
筆
修
正
を
行
な
っ
た
も
の
で
す
。
発
表
に
際
し
、
貴
重
な
ご
意

見
・
ご
助
言
を
賜
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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